
やわらかい積み木

まだスプーンをうまく使えない幼い子どもが、味噌汁の豆腐を潰さな
いように、手で口へ運んでいた。教えられたわけではないのに、その
手は豆腐の柔らかさを知っているようだった。

ケアとは、壊れやすさに気づき、力をゆるめることなのかもしれない。

人は、触れるものの状態に合わせて、無意識に力を変えている。その
違いは、言葉より先に手の中で起こる。

積み木は、誰もが幼い頃に触れる身近なかたちであり、壊れにくく、
何度でも積み直せるものとして存在してきた。そこに、強く握ると潰
れてしまうほどの柔らかさを与えた。

いつもの手つきが一度立ち止まり、指先が力のかけ方を探りはじめる。
触れるものに合わせて手つきが変わる、その身体の反応をかたちにし
たプロダクト。


